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気象センサー事業業務委託公募型プロポーザル競争実施要領  

 

１  目的  

本要領は、気象センサー事業業務委託を実施するに当たり、当

該業務等の履行に最も適した契約の相手方となる候補者（以下

「契約候補者」という。）を選定するため、公募型プロポーザル

競争の必要な事項を定める。  

   

２  業務等概要  

⑴  名称   

気象センサー事業業務委託  

⑵  目的   

本事業では、まちなか（熊谷駅周辺の中心市街地エリア）に  

ついて、風・温熱環境を可視化し、市民及び来訪者へ、スマホ  

を通じてヒートスポットの回避や涼める場所へ誘導を促す情  

報提供システムの構築を目的とする。  

⑶  内容      

ア  気象センサーのデータ取得と活用方策について  

本市の気象状況を理解したうえで、市内８地点から気象

データを取得し、実現可能かつ本市に有益となる活用方策を

提案すること。  

イ  風・温熱環境シミュレーションの作成について  

3D 都市モデルを活用し、気象状況に応じた風・温熱環境  

シミュレーションを作成すること。  

ウ  実装するウェブアプリ等の開発について  

風・温熱環境シミュレーション等の情報を発信するウェブ

アプリ等開発すること。また、くまぶら（ LINE アプリ）と

の連携を図り、令和６年１月までに実装すること。  
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ただし、ウェブアプリ等とくまぶらを繋ぐシステムは市が  

用意することとする。  

⑷  期間      

令和５年５月契約日から令和６年３月３１日まで  

  

３  予算額  

業務等に要する費用の上限は１６，２２７，０００円（消費税

額及び地方消費税額を含む。）とする。  

 

４  実施形式   

公募型プロポーザル競争方式  

 

５  参加資格  

プロポーザル競争に参加できる者は、公告から契約候補者の選

定までの間において、次に掲げる要件を満たす者とする。  

⑴   熊谷市建設工事請負等競争入札参加者の資格等に関する規則

（平成１８年規則第８１号）又は熊谷市物品等競争入札の資格

等に関する規則（平成１８年規則第８１号）に基づく資格者名

簿に登載されていること。  

⑵   熊谷市建設工事等の契約に関する入札参加停止等措置要綱

（平成１７年訓令第６２号）又は熊谷市物品の買入れ等の契約  

に関する入札参加停止等措置要綱（平成１９年訓令第５０号）

による措置を受けていないこと。  

⑶  地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の

４第１項の規定に該当しないこと。  

⑷  会社更生法 (平成１４年法律第１５４号 )第１７条に規定する

更生手続きの申立てをしている者 (更生手続開始の決定を受け

ている者を除く。）又は民事再生法（平成１１年法律第２５５
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号）に基づく再生手続き開始の申立てをしている者 (再生手続

開始の決定を受けている者を除く。 )  でないこと。  

⑸  次のアからカまでのいずれの場合にも該当しないこと。  

ア  役員等（個人である場合にはその者を、法人である場合に  

はその役員又は支店若しくは常時契約を締結する事務所の代

表者をいう。以下同じ。）が暴力団員による不当な行為の防

止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に

規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）であると認

められるとき。  

イ  暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律

第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴

力団員が経営に実質的に関与していると認められるとき。  

ウ  役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目

的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力

団員を利用するなどしたと認められるとき。  

エ  役員等が暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又

は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、

運営に協力し、若しくは関与していると認められるとき。  

オ  役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関

係を有していると認められるとき。  

カ  契約の相手方がアからオまでのいずれかに該当することを  

 知りながら、当該者と契約を締結したと認められるとき。  

⑹  過去３年度間に（令和２年４月１日から令和５年３月３１

日）に自治体で３D 都市モデルを活用した気象シミュレーショ

ンを扱う事業を受託し、完了した実績があること。  

⑺  (1)の規定にかかわらず、プロポーザル競争の実施に必要と

される場合において、資格者名簿の未登録の者に対しては、次

に掲げる書類の提出による審査を行い、適当と認められるとき
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は、当該プロポーザル競争に参加することができる。  

ア  概要書（参考様式１）  

イ   使用印鑑届（参考様式２）  

ウ   履歴事項全部証明書  

エ   財務諸表  

オ   直近年度の法人市民税（事務所が市内にある場合のみ）、  

法人税、消費税及び地方消費税の納税証明書（未納がない  

ことが確認できるもの）  

カ   業務経歴書  

 

6 参加申込手続  

⑴  提出書類   

プロポーザル競争に参加を希望する者は、提出期限までに次

の書類を提出する。  

ア  参加申込書（様式２）      １部  

イ  会社等概要整理表（様式３）    １部  

ウ  業務実績等報告書（様式４）    １部  

エ  その他参加資格に必要な書類    １部  

⑵  提出期限  令和５年４月２６日（水）１７時まで  

⑶  提出先   環境部環境政策課  

 ⑷  提出方法  参加申込事業者は提出書類に必要事項を記入・押

印のうえ提出期限までに提出先に直接持参する。  

7  参加資格の審査方法及び審査結果の通知  

参加申込者の参加資格を本要領に基づき審査し、申込者全員に

審査結果を通知する。  

 

8 質問及び回答  

⑴  質問方法   
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質問がある場合は、質問書（様式１）に質問事項を記載の上、

電子メールにより提出する。送信後、必ず環境政策課に電話し

着信を確認する。なお、電話による質問は一切受け付けない。  

⑵  質問期限  令和５年４月２０日（木）１２時まで  

⑶  提 出 先 環境部環境政策課   

⑷   回答方法  ホームページにて公表する。  

⑸   回 答 日 令和５年４月２４日（月）午前１２時  

 

9 企画提案手続  

プロポーザル競争への参加資格が認められた者は、提出期限  

までに次の書類を提出する。  

⑴   提出書類  

ア  企画提案書（表紙：様式５、内容は A4 任意様式）   

８部（正本１部副本７部）  

イ  見積書        ８部（正本１部副本７部）  

ウ  業務従事者実績調書（様式６）  

       ８部（正本１部副本７部）  

⑵   提出期限  令和５年５月１２日（金）午後５時まで  

⑶   提 出 先 環境部環境政策課  

 ⑷   提出方法  持参により提出すること。  

 

10 企画提案書作成方法  

⑴  提案書の構成  

ア  企画提案書は１者につき 1 点とする。  

  イ  企画提案書の正本は、押印のある企画提案書提出書（様式

５）を表紙とすること。副本は白紙を表紙とし、事業者名

等を一切記載しないこと。  

  ウ  企画提案書には提案者が特定できる表現及び表示等を用い
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ないこと。  

エ  企画提案書作成に関する留意事項  

(ア ) 業務の実施方針、業務実績、支援体制について  

①   本業務委託を遂行するため、受託者としての具体的な

実施方針を記載すること。  

②  これまでの業務実績と本事業の支援体制について記載

すること。  

③  A4 版任意様式６ページ以内に記載すること。  

(イ ) 実施スケジュール  

①  委託期間を契約確定日の翌日から令和６年３月３１日

と し て 、 本 市 と 契 約 締 結 し た 場 合 の 業 務 の 実 施 ス ケ

ジュールを記載すること。  

②  業務の実施手法及び実施スケジュールについて具体的

に記入すること。  

③  A3 版任意様式１ページ以内に記載すること。  

(ウ ) 特定テーマについて  

各設問 A4 版任意様式２ページ以内（合計６ページ以

内）で設問に対する対応策等について提案内容を記載する

こと。  

①  気象データの取得と活用方策について  

   本市の気象状況を理解したうえで、市内８地点から気

象データを取得し、実現可能かつ本市に有益となる活用

方策について記載すること。  

②  風・温熱環境シミュレーションの作成について  

   本市において、３D 都市モデルを活用し、気象状況に

応じた風・温熱環境シミュレーション作成に向けた考え

られる課題、留意事項とその対応案について記載するこ

と。  
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③  実装するウェブアプリ等の開発について  

風・温熱環境シミュレーション等の情報を発信する

ウェブアプリ等を開発し、くまぶら（ LINE アプリ）と

の連携を図り、令和６年１月までに実装するために考え

られる課題、留意事項とその対応案について記載するこ

と。  

 

オ  その他  

(ア ) 企画提案書の記述にあたっては、説明を要せずとも提案書  

を読んで理解ができる内容とすること。提案書に記載する内  

容は全て本事業における実施義務事項となる。  

(イ ) 説明は文章をもって行い、図等はその補助として用いるこ  

と。図のみの説明は認めない。  

(ウ ) 書式の縦・横、印刷のカラー・白黒は問わない。  

(エ ) ページ番号を付して作成すること。  

(オ ) 図表等については、必要に応じて A３判横書きでも可とす  

るが、折り込むこと。  

(カ ) 企画提案書を受け付けた後の追加及び修正は認めない。  

(キ ) 企画提案書等の返却は行わない。  

(ク ) 企画提案書等の作成及び提出等に要する費用は、すべて提  

案者の負担とする。  

 

11 審査方法  

  本要領、仕様書等に基づき提出された企画提案書等について、

以下の方法により審査する。  

⑴  一次審査  

ア  審査方法  

   一時審査のため提出された参加申込書、会社等概要書及び  



8 

 

業務実績について、環境政策課において書面審査し、二次審

査対象を選出する。  

イ  通知  

（ア）通知方法  

   書面審査で二次審査対象として選出された者に「二次審

査に関する通知」を行う。なお、一時審査で各条件に満た

さなかった者、また二次審査対象に選出去れなかった者に

ついては、その旨を書面にて通知する。  

（イ）日時  

令和５年４月２８日（金）に書面で通知する  

⑵  二次審査  

本要領、仕様書等に基づき提出された企画提案書等につい

て、以下の方法により気象センサー事業業務委託プロポーザ

ル審査委員会が審査する。  

ア  審査方法  

（ア）日時  

   令和５年５月１８日（木）  

   詳細は「二次審査に関する通知」で行う。  

（イ）場所  

   熊谷市役所本庁舎３０３会議室（予定）  

（ウ）プレゼン及びヒヤリング時間  

    各社３０分以内（プレゼンテーション２０分以内、委員

からの質疑１０分以内）  

（エ）内容  

    提案書の内容について説明を行い、審査委員会委員が行

う質問に回答する。  

（オ）その他  

    特別な理由がなく、開始時刻に遅れた場合は失格とする。  
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イ  評価方法  

（ア）採点  

    審査委員会委員が評価採点基準項目ごとに評価した配点

から、委員ごとの評価点を算出し、各委員の評価点を合計

して合計評価点とする。  

（イ）選定  

    合計の評価点で最高点を得たものを契約候補者として特

定する。なお、最高点を得た者が２者以上ある場合は、

「風・温熱環境シミュレーションの作成に関する提案」の

点数が最も高い者を契約候補者とする。更に同額の場合、

見積金額の最も低い者を契約候補者とする。  

   最高点に続く合計評価点を得た者が次点候補者、第３位

の合計評価点を得た者を第３候補者として特定する。  

（ウ）評価採点基準及び配点表（審査委員会委員１人当たり）  

評価採点基準項目  配点  

業務実績、支援体制について  １０点  

気象データの取得と活用方策に関する提案  １５点  

風・温熱環境シミュレーションの作成に関

する提案  

３５点  

実装用ウェブアプリ等の開発に関する提案  ２０点  

提案価格  

２ ０ 点 × 最

低提案価格 /

提案価格  

合計  １００点  

(エ )評価点の考え方（提案価格以外）  

各審査委員会委員は、評価採点基準項目ごとの配点により  

評価を行い、審査要領で定める評価項目の点数化方法により  
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点数化する。また、評価点の計算にあたっては、小数点第２  

位を四捨五入する。  

（オ）最低基準点の設定  

   参加者が１者の場合でも、本プロポーザルは成立する。

ただし、最低基準点については、６割以上とする。  

(カ )プロポーザル参加資格が無効となる場合  

   提出書類に虚偽の記載があった場合は、参加資格を無効と

し、評価採点の対象としない。  

  ウ  その他  

    機器等必要な場合は以下の通りとする。  

  （ア）パソコン等は提案者が用意すること。  

（イ）スクリーン及びプロジェクターは、市が用意する。  

    

12 選定結果  

⑴   通知方法  全提案者に対して文書により通知する。  

⑵   通知時期  令和５年５月下旬  

⑶   選定結果の公表  

 選 定過 程の 透明 性を 確保 する ため 、次 の事 項を 市ホ ーム

ページにおいて公表する。なお、選定されなかった提案者が

１者であった場合は、当該提案者の評価点は公表しない。  

ア  契約候補者の名称  

イ  全提案者の名称   ※申込順  

ウ  全提案者の評価点  ※得点順  

エ  契約候補者の選定理由  

オ  気象センサー事業業務委託プロポーザル審査委員会委員の  

氏名及び選任理由  

 

13 契約締結  
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  選定後、随意契約に係る協議を行い、協議が整い次第、速やか

に随意契約を締結する。なお、この場合、契約候補者はあらため

て見積書を提出するものとする。  

 

14 提出書類の取扱い  

⑴   提出された全ての書類は、返却しない。  

⑵   提出後の追加、修正及び削除は認めない。  

⑶   提出された企画提案書は、提出した者に無断でプロポーザ

ル競争に係る事務以外には利用しない。ただし、情報公開請

求があった場合は、熊谷市情報公開条例（平成１７年条例第

１０号）に基づき取り扱うものとする。  

⑷   提出された企画提案書は、プロポーザル競争に係る事務に

必要な範囲において、複製を行うことがある。  

⑸   市が必要と認める場合には、追加資料の提出を求めること

ができる。  

⑹   企画提案書の提出は、１者１案とする。  

 

15 その他  

⑴   言語及び通貨単位  

手続において使用する言語及び通貨単位は、日本語及び日

本国通貨に限る。  

⑵   費用負担  

  書類作成及び提出に係る費用等、必要な経費は全て提出者

の負担とする。また、やむを得ない理由によりプロポーザル

競争を中止する場合、プロポーザル競争に要した費用につい

ては市に請求できないものとする。  

⑶   参加辞退の場合  

  参加申込書又は企画提案書の提出後、都合により参加を辞
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退する場合は、参加を辞退する旨を記載した書面（様式は任

意）を、速やかに環境政策課あてに提出するものとする。  

⑷   失格事項  

次のいずれかに該当した場合は、その者を失格とする。  

  ア  参加資格要件を満たしていない場合  

  イ  提出書類に虚偽の記載があった場合  

  ウ  実施要領等で示し、提出期限、提出先、提出方法、書類作

成方法等の条件に適合しない書類の提出があった場合  

  エ  選定結果に影響を与えるような不誠実な行為を行った場合  

  オ  見積書の金額が、「３予算額」を超過した場合  

  ⑸  知的創造物についての権利等  

企画提案書等の著作権及び産業財産権は、提案者に帰属する

ものとする。ただし、契約候補者に選定された者が作成した企

画提案書等について、市は提案者の許諾を得た上で、特段の対

価なく使用（複製、転記又は転写をいう。）できるものとする。  

また、企画提案書等において第三者の著作権及び産業財産権

の対象となっているものを使用したことにより生じた責任は、

提案者が負うものとする。  

 

16 日程  

令和５年４月１３日（木）実施公告及び参加申込及び質問開始  

４月２０日（木）質問締切  

４月２４日（月）質問に対する回答  

４月２６日（水）参加申込及び一次審査提出書類提出    

締切   

４月２８日（金）一次審査結果通知  

５月１２日（金）二次審査提出書類締切  

      ５月１８日（木）プレゼンテーション審査  
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      ５月４週目    選定委員会へ報告  

５月下旬     選定結果通知  

       

17 問合せ先  

  熊谷市環境部環境政策課   

  住  所：〒３６０－０１９２  熊谷市江南中央１丁目１番地  

  電  話：０４８－５３６－１５４７  

  ＦＡＸ：０４８－５３６－２００９  

  E-mail： kankyoseisaku【アットマーク】 city.kumagaya.lg.jp  

  ※【アットマーク】部分は「＠」に置き換えてください。  


